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令和４年 第４回阿賀野市農業委員会総会会議録 

 

１ 令和４年第４回阿賀野市農業委員会総会は、令和４年４月２８日(木) 午後１時３０分よ

り、阿賀野市 笹神支所 ４階 議場に招集された。 

 

２ 出席者は次のとおりである。 

   ○農業委員 

 １番 曽 我 憲 司  ２番 渡 辺   隆  ３番 上 松 千 恵 

４番 本 間 多佳子  ５番 皆 川 光 浩  ６番 見尾田 正 行 

 ７番 阿 部 萬紀夫 ９番 菅 井   茂 １０番 渡 邉   悟 

１１番 五十嵐 佐 敏 １３番 松 田 昭 悦 １４番 笠 原 尚 美 

１５番 栁   壽 一 １６番 大 堀 哲 男 １７番 小 林 章 男 

１８番 相 馬 重 男 １９番 小 嶋   覚  

   

   ○推進委員 

 １番 渡 邉   聡 ２番 加 藤 卓 也  ６番 能㔟山 嘉 雄 

７番 羽 田 正 栄 ９番 小 林  司 １０番 伊 藤 剛 栄 

１２番 長谷川 政 男 １３番 松 﨑   学 １４番 青 木   等 

   

   

 

３ 欠席委員   

○農業委員  ８番 齋 藤 瑞 穂  １２番 遠 山   登 

   

〇推進委員  ３番 辻   繁 雄  ４番 中 村 孝 幸  ５番 宮 嶋 市 郎   

 ８番 上 松 浩 二 １１番 細 山 徹 也 １５番 蕪 木   緑  

 

４ 遅参委員   な し 

 

５ 早退委員   な し 

 

６ 会長の命により出席した者 

   事務局長           宮嶋 正憲 

      次長             大瀧 秀樹 

係長             斎藤  恵 

係長             野﨑 耕一 

主幹             山崎 一之 

 

７ 会議の日程は次のとおりである。 

日程第１  議事録署名委員の指名について 

日程第２  会期の決定について 

   日程第３  報告第１号 農地法第１８条第６項の規定による通知について 

   日程第４  報告第２号 農地転用事実確認証明書の交付について 

   日程第５  報告第３号 農地法第５条第１項の事業完了届について 

日程第６  報告第４号 農業経営基盤強化促進法の規定による農用地利用配分計画の 

決定について 
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日程第７  議案第１号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について 

日程第８  議案第２号 農地法第４条第１項の規定による許可申請について 

日程第９  議案第３号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について 

日程第１０ 議案第４号 農業経営基盤強化促進法の規定による農用地利用集積計画の 

決定について 

日程第１１ 議案第５号 阿賀野農業振興地域整備計画の変更（見直し）に係る意見書 

の交付について   

日程第１２ 議案第６号 令和３年度の目標及びその達成に向けた活動の点検・評価 

（案）について 

日程第１３ 議案第７号 令和４年度最適化活動の目標の設定等（案）について 

 

８ 審議の結果は次のとおりである。 

 

議長（小嶋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

議長（小嶋） 

 

 

 

 

 

委員 

 

議長（小嶋） 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

（野﨑） 

 

 

 

 

 

 

定刻となりましたので、ただ今より令和４年４月定例総会を開会いたしま

す。 

只今の出席委員は、１７名です。定足数に達しております。 

本日の欠席委員は、８番 齋藤委員、１２番 遠山委員の ２名です｡ 

推進委員の欠席は、３番 辻推進委員、４番 中村推進委員、 ５番 宮

嶋推進委員、８番 上松推進委員、１１番 細山推進委員、１５番 蕪木推

進委員の６名です。 

それでは、日程第１ 議事録署名委員を指名いたします。 

１３番 松田委員、１７番 小林委員、１８番 相馬委員を指名したいと

思いますが、これにご異議ありませんか。 

 

 （ 「異議なし」の声 ） 

 

異議なしと認め、議事録署名委員を、１３番 松田委員、１７番 小林委

員、１８番 相馬委員にすることに決定しました。 

続きまして、日程第２ 会期の決定についてお諮りします。 

会期については、本日１日限りにしたいと思いますが、これにご異議あり

ませんか。 

 

 （ 「異議なし」の声 ） 

 

異議なしと認め、会期を本日１日限りにすることに決定しました。 

本日の書記は、宮嶋局長、大瀧次長、斎藤係長、野﨑係長、山崎主幹 で

あります。 

それでは、日程第３ 報告第１号 農地法第１８条第６項の規定による通

知について、を議題といたします。  

事務局の説明をお願いします。  

野﨑係長、お願いします。 

  

議案書の１ページをご覧ください。 

報告第１号 農地法第１８条第６項の規定による通知について説明をい

たします。 

今月は９件あります。 

契約内容別では、農地法第３条の賃貸借権設定の解約が１件、農地法第３

条の使用貸借権設定の解約が１件、農用地利用集積計画の賃貸借権設定の解

約が６件、農用地利用集積計画の使用貸借権設定の解約が１件あります。 

解約事由で主なものでは、農地中間管理権設定のための解約です。 
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議長（小嶋） 

 

 

 

 

委員 

 

議長（小嶋） 

 

 

 

 

 

 

事務局 

（野﨑） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長（小嶋） 

 

 

 

 

 

委員（阿部） 

 

続きまして、売買のための解約が、６ページの受付番号９番です。 

その他では、１ページの４番は解約後法人へ貸付、４ページ５番、５ペー

ジ７番は借受人の経営規模縮小による借り手の変更です。 

そのほか詳細につきましては、記載のとおりであります。 

以上で報告第１号 農地法第１８条第６項の規定による通知について説

明を終ります。 

 

ありがとうございました。 

事務局の説明が終わりました。 

報告案件ではありますが、ご質疑がございましたらお願いします。 

よろしいでしょうか。 

 

 （ 「なし」の声 ） 

 

質疑なしと認めます。 

ご承知おきをお願いします。 

続きまして、日程第４ 報告第２号 農地転用事実確認証明書の交付につ

いて、を議題といたします。 

事務局の説明をお願いします。 

野﨑係長、お願いします。 

 

議案書の７ページをご覧ください。 

報告第２号 農地転用事実確認証明書の交付について説明をいたします。 

受付番号２６番、申請者は記載のとおりです。 

土地の所在が上山屋字道下、地目は台帳が田、現況が雑種地、地積が２筆

合わせて１，４７５㎡です。転用目的が資材置場敷地です。 

許可年月日、許可番号が平成９年１月２４日、新潟県芝農地第６５１３号

です。完了年月日が平成９年４月３０日です。 

申請地の確認状況は、３月２４日に地区担当委員ほか農業委員と事務局で

確認してまいりました。現地は転用目的どおり、資材置場敷地として利用さ

れておりました。 

場所につきましては、８・９ページの位置図・案内図をご覧ください。 

阿賀野市笹神支所から西へ４００ｍほどの上山屋集落内に位置しており

ます。 

１０ページには更正図に申請地を枠と斜線で表示しております。 

当該地は申請者が経営する水道配管業の資材置場として使用されていま

した。廃業後は同業者などに貸して、資材置場として使用されており、担当

委員からも計画どおり使用されていると確認しましたので、地区担当委員と

協議の上、３月２５日付で交付したことを報告いたします。 

以上で報告第２号 農地転用事実確認証明書の交付について説明を終り

ます。 

 

ありがとうございました。 

事務局の説明が終わりました。 

この案件につきましては、先月、現地調査を実施しておりますので、現地

確認報告をお願いいたします。 

７番 阿部委員より、現地確認報告をお願いします。 

 

７番、阿部です。この案件についてですが、事務局の説明のとおり、資材

置き場として計画どおり使用されており、何ら問題はないものと思って見て
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議長（小嶋） 

 

 

 

委員 

 

議長（小嶋） 

 

 

 

 

 

 

事務局 

（野﨑） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きました。 

以上です。 

 

ありがとうございました。 

報告案件ではありますが、ご質疑がございましたらお願いします。 

よろしいでしょうか。 

 

 （ 「なし」の声 ） 

 

質疑なしと認めます。 

ご承知おきをお願いします。 

続きまして、日程第５ 報告第３号 農地法第５条第１項の事業完了届に

ついて、を議題といたします。 

事務局の説明をお願いします。 

野﨑係長、お願いします。 

 

議案書１１ページをご覧ください。 

報告第３号 農地法第５条第１項の事業完了届について説明します。 

事業完了届は３件ありまして、いずれも同事業者であります。 

受付番号２番、転用事業者は記載のとおりです。 

土地の所在が粕島字十二池、転用面積は３筆で２，１８９㎡、転用目的は

陸砂利採取に伴う仮設道路です。 

許可年月日及び許可番号が令和元年６月１２日、阿農委第 501006 号、   

完了年月日が令和４年３月３１日です。 

場所につきましては、１２・１３ページの位置図・案内図をご覧ください。 

京ヶ瀬地区、小河原集落東側の踏切を渡り、南東方向に位置しております。 

１４ページの更正図をご覧ください。申請地を濃く塗りつぶし表示してお

ります。 

１５ページには土地利用計画図を掲載しております。 

続きまして１６ページになります。 

受付番号３番、転用事業者は記載のとおりです。 

土地の所在が粕島字宮通り、転用面積は４筆で８，０７２㎡、転用目的は

陸砂利採取後の現状復旧です。 

変更承認及び許可番号が令和３年９月１日、阿農委第１０号、完了年月日

が令和４年３月３１日です。 

場所につきましては、１７・１８ページの位置図・案内図をご覧ください。 

受付番号２番に隣接する場所にあります。 

１９・２０ページは更正図・土地利用計画図を掲載しております。 

続きまして２１ページになります。 

受付番号４番、転用事業者は記載のとおりです。 

土地の所在が粕島字籠尻、転用面積は７筆で３，３８５㎡、転用目的は陸

砂利採取後の現状復旧です。 

変更承認及び許可番号が令和３年９月１日、阿農委第１１号、完了年月日

が令和４年３月３１日です。 

場所につきましては、２２・２３ページの位置図・案内図をご覧ください。 

受付番号２番に隣接する場所にあります。 

１９・２０ページは更正図、２６ページに土地利用計画図を掲載しており

ます。 

これら３つの事業完了届の当該地は２５日に現地確認をしてまいりまし

たが、埋め戻しが終わり整地作業も終了していました。 
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議長（小嶋） 

 

 

 

 

 

委員（笠原） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長（小嶋） 

 

 

 

委員 

 

議長（小嶋） 

 

 

 

 

 

議長（小嶋） 

 

 

 

 

事務局 

（斎藤） 

 

 

 

 

 

 

 

どの段階を持って完了とするかは各市町村農業委員会の判断にゆだねら

れておりますので完了とみなしてまいりました。 

以上で報告第３号 農地法第５条第１項の事業完了届について説明を終

ります。 

 

ありがとうございました。 

事務局の説明が終わりました。 

この案件につきましては、現地調査を実施しておりますので、現地確認報

告をお願いいたします。 

１４番 笠原会長職務代理より、現地確認報告をお願いします。 

 

１４番、笠原です。本来、現地確認委員は斎藤委員ですが、急用のため代

わりに現地確認を行いましたので、私から報告させていただきます。 

１２ページをお開きください。こちらの３案件について一括で報告いたし

ます。受付番号２番、４番の仮設道路については、事務局の報告のとおり事

業が完了し、すでに耕耘されている状態で特段問題はないと思われます。 

１６ページの受付番号３番についてですが、ほ場はすでに耕耘されていま

した。一部くぼんでいる部分があり、水がたまっている状態で、トラクター

等が埋まる可能性があります。事業者に聞いたところ深くなっているそう

で、何度も土を入れたものの，状態は変わらないそうです。今後５年間は、

耕作する上で問題があれば責任をもって対処するとのことです。地区担当委

員の菅井委員が近隣で耕作しているため、菅井委員から目配りをお願いでき

ればと思います。 

 

ありがとうございました。 

報告案件ではありますが、ご質疑がございましたらお願いします。 

よろしいでしょうか。 

 

 （ 「なし」の声 ） 

 

質疑なしと認めます。 

ご承知おきをお願いします。 

ここで、説明員を交代いたします。 

 

─ 説明員  交代  斎藤係長 ─ 

 

続きまして、日程第６ 報告第４号 農業経営基盤強化促進法の規定によ

る農用地利用配分計画の決定について、を議題といたします。 

事務局の説明をお願いします。 

斎藤係長、お願いします。 

 

報告第４号 農業経営基盤強化促進法の規定による農用地利用配分計画

の決定について、報告いたします。 

令和４年３月２９日開催の定例総会で承認された 農地中間管理権設定の

農地等１３８件、８５１筆、７５０，２９９．７７㎡について、報告します。 

配分は１２４件、移転は１４件となっております。 

はじめに、配分については、議案書の２７ぺージ６５番から１１０ページ

１８８番までとなります。 

土地の所在地、地目、地積、賃貸借料につきましては、農地中間管理権設

定で固定しておりますので、案件ごとの読み上げは省略します。 
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議長（小嶋） 

 

 

 

 

 

農地部会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長（小嶋） 

 

 

 

 

委員 

 

議長（小嶋） 

 

 

 

 

 

議長（小嶋） 

 

 

 

令和４年５月３１日、新潟県が公告をすることから、期間の開始は令和４

年６月１日、終了及び賃貸借料は各案件固定となっております。 

続きまして、配分の移転については、１１０ページ１８９番から１２２ぺ

ージ２０２番までとなります。 

移転後の開始は、令和４年６月１日、終了及び賃貸借料は各案件固定とな

っております。 

なお、配分計画の譲受人は、下限面積用要件を満たしており、農地中間管

理事業 農用地等借受申出登録者です。 

以上、報告を終ります。 

 

ありがとうございました。 

事務局の説明が終わりました。 

なお、１２２番案件の譲受人は、新規参入であります。 

先に、農業参入審査会を実施しておりますので、見尾田農地部会長から報

告があります。 

 

６番、見尾田です。 

この度、阿賀野市の農地を新規に取得する申請者から、新規参入計画書の 

提出がありましたので報告いたします。 

提出のあった新規参入計画書に基づき、六役と本会事務局長で、審査させ

ていただきました。 

申請者は、議案書の６８ページ、報告第４号１２２番案件、農業経営基盤

強化促進法の規定による農用地利用配分計画の受け人です。 

それでは、報告いたします。 

申請者である法人は、新発田市の農地所有適格法人で、新規参入のため、 

計画書の提出がありました。 

新規参入●●●●●●●●●は、構成員５名の株式会社であります。 

審査会は、その法人が、阿賀野市農業委員会農業参入の申請等に係る取扱

基準第５条の審査基準に適合するため、計画書の内容は妥当なものと判断い

たしました。 

以上、報告を終わります。 

皆さんの慎重なるご審議をよろしくお願いします。 

 

ありがとうございました。 

農業参入審査会報告が終わりました。 

報告案件ではありますが、ご質疑がございましたらお願いします。 

よろしいでしょうか。 

 

（ 「なし」の声 ） 

 

質疑なしと認めます。 

ご承知おきをお願いします。 

ここで、説明員を交代いたします。 

 

─ 説明員  交代  野﨑係長 ─ 

 

続きまして、日程第７ 議案第１号 農地法第３条第１項の規定による許

可申請について、を議題といたします。 

事務局の説明をお願いします。  

野﨑係長、お願いします。 
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事務局 

（野﨑） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長（小嶋） 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

議長（小嶋） 

 

 

議案書の１２５ページをご覧ください。 

議案第１号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について説明いた

します。 

今月の申請件数は、所有権移転が４件、１１筆、合計面積が１１，３２８

㎡です。 

内容について説明します。 

受付番号１番、駒林字善四郎谷内、地目、台帳・現況がともに畑、地積３

９５㎡、これを含めまして合計３筆で３，５６８㎡です。 

譲受・譲渡理由は「隣接地の取得」と「財産処分」です。  

契約の内容は、総額３００，０００円の売買です。 

受付番号２番、下条字中田、地目、台帳・現況がともに田、地積１，４２

４㎡です。 

譲受・譲渡理由は「耕作利便」と「耕作不便」です。  

契約の内容は、交換です。 

受付番号３番、百津字境塚、地目、台帳・現況がともに田、地積５１２㎡、

これを含めまして合計２筆で１，５３６㎡です。 

譲受・譲渡理由は「耕作利便」と「耕作不便」です。  

契約の内容は、交換です。 

受付番号４番、水原字町裏、地目、台帳・現況がともに田、地積４２６㎡、

これを含めまして合計５筆で４，８００㎡です。 

譲受・譲渡理由は「隣接地の取得」と「負債整理」です。  

契約の内容は、総額で２，４５０，０００円での売買です。 

以上ですが、本議案について、審査基準の全ての項目について、申請書に

記載された内容が、当該審査基準に該当するか否かについて説明を申し上げ

ます。 

最初に、申請地に「小作人がいるかどうか」については、農地基本台帳及

び申請者より該当しないことを確認いたしました。 

また、譲受人が権利取得後に、「今回取得する全ての農地について耕作さ

れるか」という点については、譲受人からの聴取及び農機具等の所有状況か

ら耕作が行われるものと判断いたしました。 

次に権利取得後の「農業従事及び効率的な利用」については、通作距離及

び農機具等の所有状況等から、問題はないと判断いたしました。 

「下限面積」については、全ての案件について要件を満たしております。 

また地域との調和要件については、地区担当委員からの現地調査結果でも

「許可相当」との報告をいただいております。 

以上で議案第１号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について、 

説明を終わります。  

 

ありがとうございました。 

事務局の説明が終わりました。 

これから審議に入ります。 

議案第１号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について、ご質疑

がございましたらお願いいたします。      

よろしいでしょうか。 

 

（ 「なし」の声 ） 

 

質疑なしと認めます。 

お諮りします。議案第１号 農地法第３条第１項の規定による許可申請に
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委員 

 

議長（小嶋） 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

（野﨑） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ついて、原案のとおり承認し、許可することにご異議ございませんか。 

 

 （ 「異議なし」の声 ） 

 

異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第１号 農地法第３条第１項の規定による許可申請

について、原案のとおり承認し、許可することに決定いたしました。 

続きまして、日程第８ 議案第２号 農地法第４条第１項の規定による許

可申請について、を議題といたします。 

事務局の説明をお願いします。 

野﨑係長お願いします。 

 

議案書１２７ページをご覧ください。 

議案第２号 農地法第４条第１項の規定による許可申請について説明いた

します。 

受付番号１番、永久転用です。申請人は記載のとおりです。  

土地の所在が保田字久保田、地目、台帳が田、現況が畑、地積が３１１㎡

です。 

転用目的は、農作業所建築敷地で、始末書付きの案件です。 

農地区分につきましては、都市計画法第８条第１項第１号に規定する用途

地域の「第一種住居地域」に定められており、第３種農地となります。 

許可基準は、農業用施設は許可可能であります。 

転用事由は、申請者の息子の農地法第５条第１項の規定による許可申請に

伴い、該当地の農作業所が転用されていないことが判明したため、申請する

案件です。 

場所につきましては１２８・１２９ページの位置図・案内図をご覧くださ

い。 

安田地区、旧国道 49 号から安田中町の信号機の手前少し西側に位置する

土地です。 

１３０ページの更正図です。申請地は図面中央、濃く塗りつぶされて表示

しております。 

１３１ページは平面図・土地利用計画図・排水計画図です。 

議案書１３２ページをご覧ください。 

受付番号２番、永久転用です。申請人は記載のとおりです。  

土地の所在が北本町、地目、台帳が田、現況が畑、地積が６５㎡です。 

転用目的は個人住宅建築用地で、資金計画は記載のとおりです。 

工事期間は、令和４年５月９日から令和４年９月３０日まで、農地区分に

つきましては、都市計画法第８条第１項第１号に規定する用途地域の「第一

種住居地域」に定められており、第３種農地となります。 

許可基準は、許可可能であります。 

転用事由は、農舎の建っていた土地を相続で取得し、自己住宅の建築を計

画したものです。隣接する宅地と併せて建築するものです。 

場所につきましては１３３・１３４ページの位置図・案内図をご覧くださ

い。 

水原地区、国道４９号と羽越本線が交差する付近に位置する土地です。 

１３５ページの更正図です。申請地は濃く塗りつぶされて表示しておりま

す。２８７７－３の宅地と合わせた土地に住宅を建てます。 

１３６ページは土地利用計画図・排水計画図です。 

１３７・１３８ページは平面図・立面図を掲載しております。 

以上で議案第２号、農地法第４条第１項の規定による許可申請について説
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議長（小嶋） 

 

 

 

 

 

 

委員（渡辺） 

 

 

 

 

議長（小嶋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

議長（小嶋） 

 

 

 

委員 

 

議長（小嶋） 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

（野﨑） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明を終ります 

 

ありがとうございました。 

事務局の説明が終わりました。 

この案件につきましては、現地調査を実施しておりますので、現地確認報

告をお願いいたします。 

１番案件について、２番 渡辺（隆）委員より、現地確認報告をお願いし

ます。 

 

 受付番号１の報告をします。 

 始末書付きの案件です。家を建てるため、周りを色々調べたら、親が建て

た農作業小屋が申請しないで建てたことがわかったので申請したものです。 

 以上です。 

 

ありがとうございました。 

なお、２番案件つきましても、現地確認を行っておりますが、現地確認委

員の１２番 遠山委員が欠席ですので、事務局報告のとおりとさせていただ

きます。 

これから審議に入ります。 

議案第２号 農地法第４条第１項の規定による許可申請について、ご質疑

がございましたらお願いいたします。      

よろしいでしょうか。 

 

 （ 「なし」の声 ） 

 

質疑なしと認めます。 

お諮りします。議案第２号 農地法第４条第１項の規定による許可申請に

ついて、原案のとおり承認し、許可することにご異議ございませんか。 

 

 （ 「異議なし」の声 ） 

 

異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第２号 農地法第４条第１項の規定による許可申請

について、原案のとおり承認し、許可することに決定いたしました。 

続きまして、日程第９ 議案第３号 農地法第５条第１項の規定による許

可申請について、を議題といたします。 

事務局の説明をお願いします。 

野﨑係長、お願いします。 

 

１３９ページをご覧ください。 

議案第３号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について説明いた

します。 

受付番号１番、所有権移転による永久転用です。 

譲受・譲渡人は記載のとおりです。 

土地の所在が北本町、台帳・現況がともに畑、地積が１７２㎡です。 

転用目的は個人住宅建設用地で、資金計画は記載のとおりです。 

工事期間は、令和４年５月９日から令和４年１０月３１日まで。 

農地区分につきましては、都市計画法第８条第１項第１号に規定する用途

地域の「第一種低層住居専用地域」に定められており、第３種農地となりま

す。 
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許可基準は、許可可能であります。 

転用事由は、申請者は現在の住まいを子供家族に譲るため、当該地を購入

して住宅を建築するものです。 

場所につきましては、１４０・１４１ページの位置図・案内図をご覧くだ

さい。 

国道４６０号沿いにある阿賀用水右岸土地改良区連合の脇から南西方向

へ３００ｍ程進んだ位置にあります。 

１４２ページには更正図に申請地として枠を囲い表示しております。 

１４３ページは土地利用計画図・排水計画図です。生活雑排水は公共下水

道に接続し、雨水は道路側溝へ流す計画です。 

１４４・１４５ページは平面図です。 

１４６ページになります。 

受付番号２番、所有権移転による永久転用です。 

譲受・譲渡人は記載のとおりです。 

土地の所在が百津町、地目、台帳・現況がともに畑、地積が１５８㎡、こ

れを含めまして合計３筆で３５５㎡です。 

転用目的は個人住宅建設用地で、資金計画は記載のとおりです。 

工事期間は、令和４年７月１９日から令和４年１１月３０日まで。 

農地区分につきましては、都市計画法第８条第１項第１号に規定する用途

地域の「第一種中高層住居専用地域」に定められており、第３種農地となり

ます。 

許可基準は、許可可能であります。 

転用事由は、申請者は現在アパートに居住しておりますが、当該地を購入

して住宅を建築するものです。 

場所につきましては、１４７・１４８ページの位置図・案内図をご覧くだ

さい。 

国道４９号、水原中学校入り口から西側に４００ｍ、左折して１００ｍほ

どの位置にあります。 

１４９ページには、更正図に申請地として濃く塗りつぶされて表示してお

ります。 

１５０ページは土地利用計画図・排水計画図です。生活雑排水は公共下水

道に接続し、雨水は道路側溝へ流す計画です。 

１５１ページは平面図です。 

１５２ページになります。 

受付番号３番、所有権移転による永久転用です。 

譲受人・譲渡人は記載のとおりです。  

土地の所在が上中字細田、地目、台帳・現況がともに田、地積１７１㎡、

これを含めまして合計１２筆で５，１８７㎡です。 

転用目的は特定建築条件付売買予定地、資金計画は記載のとおりです。工

事期間が、令和４年７月１日から令和４年１２月３０日までです。 

農地転用許可制度では、住宅の用に供される土地の造成のみを目的とする

農地転用については、当該地が最終的に住宅になることが確実と認められな

いことから、原則として、これを認めないこととされているところですが、

近年、家のデザイン、間取り等のニーズが多様化していることから、建築条

件付売買予定地として転用申請があった場合、要件を全て満たすと認められ

る時は、宅地造成のみの目的に該当しないものとして取り扱い、許可可能と

なります。 

その要件とは、（１）当該土地について、農地転用事業者と土地購入者と

が売買契約を締結し、転用事業者又は転用事業者が指定する建築業者と土地

購入者とが当該土地に建設する住宅について一定期間内に建築請負契約を
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締結することを約束すること、（２）一定期間内に建築請負契約を締結しな

かった場合には、当該土地の売買契約が解除されることが当事者間の契約書

において規定されること、（３）農地転用事業者は、当該土地の全てを販売

できなかったときは、販売できなかった残余の土地に自ら住宅を建築するこ

と、です。 

農地区分につきましては、申請地から５００メートル以内に小学校、保育

園、医療施設等、二つ以上の公益的施設が存在し、水道管、下水道管の２種

が埋設されている道路の沿道の区域であって、容易にこれらの施設の便益を

享受することができることから第３種農地となり、許可可能であります。 

許可基準は、開発計画、資金計画及び先ほどの要件等を確認し、計画実施

は確実であると判断いたしました。 

転用事由は、申請者は市内の建築設計業者であり、当該地は大型スーパー

に近く、国道４９号線への交通アクセスが非常によく、周辺には、学校や保

育園、内科や眼科等の医療施設もあることから住宅地としての需要が見込ま

れる最適地であることから、当該地を買い受けて２２区画の特定建築条件付

売買予定地とする計画を立てたものです。また、令和１１年６月までに販売

できないと判断した場合は、販売できなかった残余の土地に自ら住宅を建設

すること等を計画しています。 

場所につきましては、１５３・１５４ページの位置図・案内図をご覧くだ

さい。 

国道４９号、市野山信号機過ぎ南側へ自動車販売店を左折、東側に直進し

てすぐに申請地があります。 

１５５ページには更正図に、開発区域を太枠で囲み塗り潰しで表示してお

ります。 

１５６ページの土地利用計画図、１５７ページの排水計画図ですが、図の

ように２２区画の造成を計画しています。生活雑排水は公共下水道へ接続

し、雨水は新たに設置する側溝を介し、東側の排水路に排水します。 

１５８ページは建物配置予定図、１５９から１６４ページは建物平面図を

掲載しています。図面は住宅を建設する時の標準的な建物図面となります。 

なお、建売分譲の場合、過去３年以内に県内において建売分譲の転用許可

の計画の過半が完了していないと次の許可申請はできないとの規定がされ

ていますが、土地購入者からの建築による転用がほとんどで、特定建築条件

付売買の建売分譲には初めてで、この規定につきましてはクリアされている

ことを申し添えます。 

１６５ページになります。 

受付番号４番、所有権移転による永久転用です。 

譲受人・譲渡人は記載のとおりです。 

土地の所在が保田字久保田、地目、台帳が田、現況が畑、地積が２２０㎡

です。 

転用目的は個人住宅建設用地で、資金計画は記載のとおりです。 

工事期間は、令和４年５月５日から令和４年１０月３１日まで。 

農地区分につきましては、都市計画法第８条第１項第１号に規定する用途

地域の「第一種住居地域」に定められており、第３種農地となります。 

許可基準は、許可可能であります。 

転用事由は、申請者は現在、親の住宅に同居しておりますが、父より当該

地を譲り受け、住宅を建築するものです。 

場所につきましては、１６６・１６７ページの位置図・案内図をご覧くだ

さい。 

安田地区、旧国道４９号から安田中町の信号機の手前少し西側に位置する

土地です。 
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１６８ページには、更正図に申請地として濃く塗りつぶされて表示してお

ります。 

１６９ページは土地利用計画図、１７０ページは排水計画図です。生活雑

排水は公共下水道に接続し、雨水は道路側Ｕ字側溝に流す計画です。 

１７１ページは平面図です。 

１７２ページになります。 

受付番号５番、所有権移転による永久転用です。 

譲受・譲渡人は記載のとおりです。 

土地の所在が小松字下野、地目、台帳・現況ともに畑、地積が９３㎡です。 

転用目的は住宅敷地の拡張（雪捨て場）で、資金計画は記載のとおりです。 

工事期間が令和４年５月６日から令和４年５月３０日まで、農地区分につ

きましては、申請地は小松集落の住宅が連たんしている区域内にあり、第３

種農地と判断いたしました。 

許可基準は、許可可能であります。 

転用事由は、申請者は隣接する甲９５９番５に居宅があり、当該地を雪捨

て場に拡張する計画です。 

前所有者から譲り受けの話を受けた後、所有地と申請地を一緒に土留めを

済ませてしまい、その後、前所有者の入院や更に相続の関係で時間が過ぎて

しまい今回申請の始末書付きの案件です。 

場所につきましては、１７３・１７４ページの位置図・案内図をご覧くだ

さい。 

申請地は、安田地区、小松集落、国道４９号を阿賀町方面に進みコンビニ

の隣、ガソリンスタンド跡地を左折し北側へ進んだ場所に位置しておりま

す。 

１７５ページの更正図に申請地を塗りつぶしで表示しております。 

１７６ページに土地利用計画図と排水計画図を掲載しております。居宅裏

が申請地になっております。 

１７７ページになります。 

受付番号６番、所有権移転による永久転用です。 

譲受人・譲渡人は記載のとおりです。  

土地の所在が笹岡字西浦、地目、台帳が田、現況畑、地積４６５㎡、これ

を含めまして合計２筆で４７９㎡です。 

転用目的は駐車場用地、資金計画は記載のとおりです。 

工事期間が令和４年５月２０日から令和４年１０月３０日まで、農地区分

につきましては、申請地は笹岡及び発久集落の住宅が連たんしている区域内

にあり、第３種農地と判断いたしました。 

転用事由は、申請者が代表取締役をしている●●●●●の自動車置き場

が、取引量等増加のため、販売車や修理自動車の置き場が不足してきたため、

当該地を申請者個人で駐車場造成を行い会社へ賃貸することを計画したも

のです。 

場所につきましては、１７８・１７９ページの位置図・案内図をご覧くだ

さい。 

笹神中学校から北西方向に位置し、自動車工場に隣接する自宅脇の土地で

あります。 

１８０ページは更正図に申請地を濃く塗りつぶして表示しております。 

１８１ページは土地利用計画図、排水計画図です。１６台の駐車スペース

を整備する計画です。 

１８２ページになります。 

受付番号７番、賃貸借権設定による一時転用です。 

借り人・貸し人は記載のとおりです。  
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土地の所在が上江端字下上ノ山、地目、台帳・現況がともに田、地積１，

０２４㎡、これを含めまして合計２０筆で１９，５５２㎡です。 

転用目的は陸砂利採取事業で、資金計画は記載のとおりです 

工事期間が令和４年５月２５日から令和５年１０月２４日まで、農地区分

は農用地区域内となっており原則許可できない場所でありますが、陸砂利採

取事業による一時的な転用であり例外的に許可できるものとなっておりま

す。 

転用事由は、圃場整備を行い、より良い農地に復旧するための手段として、

陸砂利採取を実施するものです。 

場所につきましては１８３・１８４ページの位置図・案内図をご覧くださ

い。上江端集落と安田の寺社集落の間の農地になります。 

１８５ページは更正図で、申請地を表示しております。 

１８６ページには、全体土地利用計画図を掲載しました。 

１８７ページには、土地利用計画を掲載しており、本申請は第６期となっ

ており、図面の右側の太枠で囲んで表示している部分になります。 

以上で議案第３号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について

説明を終わります。 

 

ありがとうございました。 

事務局の説明が終わりました。 

この案件につきましては、現地調査を実施しておりますので、現地確認報

告をお願いいたします。 

１番及び３番、５番案件について、１４番 笠原会長職務代理より、現地

確認報告をお願いします。 

 

１４番、笠原です。１４１ページをご覧ください。事務局から説明があっ

たように、住宅地の中に残っている農地で、雨水等については道路側の排水

路を利用しますし，周辺は住宅で囲まれているため、隣接する農地もありま

せん。特に問題なしと見て参りました。皆さまの慎重審議をお願いいたしま

す。 

１５５ページをご覧ください。今ほど事務局から説明があったように、排

水については申請地奥にある排水路に流されます。手前に用水路があります

が、申請地部分はふたをする形で生かし、先にある農地への供給は問題ない

よう処理するそうです。隣接する農地への影響についてですが、隣接農地の

所有者は今回の申請地の所有者であり、話をしながら問題ないようにしたい

とのことです。特に問題はないと思い見て参りました。皆さまの慎重審議を

お願いいたします。 

１７５ページをお開きください。申請地は住宅の奥になっており、すでに

きれいに整地されている状態となっていました。周辺は畑で、雪捨て場とし

て特に問題ないと思い、見て参りました。 

皆さまの慎重審議をお願いいたします。 

 

ありがとうございました。 

続きまして、２番及び４番、６番案件について、２番 渡辺委員より、現

地確認報告をお願いします。 

 

２番 渡辺です。 

受付番号２の報告をします。事務局の説明どおり、問題ないと見てまいり

ました。申請地のハウスメーカーは私も長年基礎工事などをやらせてもらっ

た会社で、信頼あるしっかりした会社であり、問題ないと見てまいりました。 
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受付番号４の報告をします。申請地は雨水は側溝に流し、汚水は公共ます

に流します。特別問題はないものと見てまいりました。 

受付番号６の報告をします。駐車場が不足しているため、駐車場として申

請をするものです。今現在はビニールハウス２棟が建っていて、雑草や木が

生えている状態です。雨水は申請地の前の側溝に流します。問題ないと見て

まいりました。 

以上です。 

 

ありがとうございました。 

現地確認報告が終わりました。 

なお、７番案件につきましても、現地確認を行っておりますが、現地確認

委員の１２番 遠山委員が欠席ですので、事務局報告のとおりとさせていた

だきます。 

これから審議に入ります。 

議案第３号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について、ご質疑

がございましたらお願いいたします。      

よろしいでしょうか。 

 

 （ 「なし」の声 ） 

  

質疑なしと認めます。 

お諮りします。議案第３号 農地法第５条第１項の規定による許可申請に

ついて、原案のとおり承認し、許可することにご異議ございませんか。 

 

 （ 「異議なし」の声 ） 

 

異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第３号 農地法第５条第１項の規定による許可申請

について、原案のとおり承認し、許可することに決定いたしました。 

ここで、説明員を交代いたします。 

 

 ─ 説明員  交代  斎藤係長 ─ 

 

続きまして、日程第１０ 議案第４号 農業経営基盤強化促進法の規定に

よる農用地利用集積計画の決定について、を議題といたします。 

事務局の説明をお願いします。 

斎藤係長、お願いします。 

 

議案第４号 農業経営基盤強化促進法の規定による農用地利用集積計画

の決定について説明申し上げます。 

全体の受付状況を申し上げます。 

今月の受付状況は、所有権移転１件、３筆、３，９９２㎡、賃貸借権設定      

２３件、１７８筆、１５９，６９７．６１㎡、使用貸借権設定４件、４筆、    

４，０７９㎡、農地中間管理権設定６４件、３５６筆、３５２，５１８．８

４㎡となります。 

最初に所有権移転の案件です。 

１８９ページをご覧ください。 

譲渡人、譲受人の読み上げは省略させていただきます。 

なお、譲受人は、あっせん譲受等候補者名簿登載者です 

また、台帳・現況地目については いずれも田または畑のため、地籍を含
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め読み上げは省略させていただきます。 

それでは、左より受付番号、土地の所在地、内容順に申し上げます。 

１番、中野字道端外２筆、３，９９２㎡、１０ａ当り７００，０００円の

売買です。 

次に、賃貸借権設定の案件です。 

なお、更新案件につきましては、説明を省略させていただきます。 

１９１ページをご覧下さい。 

３番、堀越字荒田外２０筆、１６，９７８㎡、１０ａ当りコシヒカリ９０

㎏。 

２０４ページ、１１番、上関口字上谷地、８３１㎡、総額２０，０００円。 

２０５ページ、１２番、沖字中屋敷、２，０３４㎡、１０a 当り２３，０

００円。 

２０６ページ、１９番、分田字山王田、２，０１３㎡、１０a 当りコシヒ

カリ９０㎏。 

２０７ページ、２２番、分田字原村、１，００４㎡、１０a 当り２３，０

００円。 

２４番、下黒瀬字前川原、１１８㎡、１０ａ当り２３，０００円。 

２５番、下黒瀬字前川原、３５３㎡、１０ａ当り２３，０００円。 

次に、使用貸借権の設定の案件です。 

なお、更新案件につきましては、説明を省略させていただきます。 

２１０ページ、２３番、下条字中田、１，４２４㎡、年金受給者のため親

子間で契約するものです。 

農地中間管理権設定の案件です。 

初めに、案件の期間については、令和４年５月１１日から 令和１４年１

１月１０日、令和１０年１１月 10日、令和９年１１月 10日まで、賃貸借権

は１０aあたりの賃貸借料の設定となっております。 

２１１ページをご覧ください。 

１番、百津字境塚、９６３㎡、２０，０００円。  

２番、久保字不多々、８１８㎡、１６，０００円。 

３番、百津字境塚外１筆、２，０４８㎡、２０，０００円。 

４番、寺社字堤下外３筆、５，０３９㎡、２５，０００円。 

２１２ページ、５番、曽郷字深沼、１，５９３㎡、２３，１００円。 

６番、猫山字大割外２筆、２，８０２㎡、２０，０００円、２３，１００

円。 

７番、金渕字曽郷前、１，７６６㎡、２３，１００円。 

８番、京ヶ島字居浦外２筆、３，００６㎡、２２，０００円。 

２１３ページ、９番、京ヶ島字居前外２筆、３，０４６㎡、２２，０００

円。 

１０番、下ノ橋字紺屋外１筆、２，０３５㎡、２２，０００円。 

１１番、京ヶ島字居浦外８筆、６，１４０㎡、２２，０００円。  

１２番、京ヶ島字古阿賀外４筆、４，７８４㎡、２１，０００円。 

２１５ページ、１３番、飯森杉字村前外４筆、５，４００㎡、２２，００

０円。 

１４番、京ヶ瀬字古阿賀外２筆、４，１４８㎡、２２，０００円。 

２１６ページ、１５番、前山字町道外９筆、５，８１３㎡、２３，１００

円。 

２１７ページ、１６番、駒林字諏訪原外１３筆、１２，８９０㎡、２３，

１００円。 

２１８ページ、１７番、関屋字宮浦外３筆、３，９４３㎡、２３，０００

円。 
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２１９ページ、１８番、百津字境塚、６０２㎡、１５，０００円。 

１９番、天神堂字上興野外５筆、１０，６０１㎡、２３，０００円。 

２２０ページ、２０番、小河原字中川原外２筆、６，００８㎡、１９，０

００円。 

２１番、福田字村北外１筆、２，０２２㎡、２２，４００円。 

２２番、境新字鰌渕外１筆、４，０４６㎡、２５，０００円。 

２２１ページ、２３番、堀越字仲作外６筆、１３，０４１㎡、２５，００

０円。 

２４番、上江端字浦田外２筆、１，２５２㎡、２２，０００円。 

２２２ページ、２５番、分田字浄土橋外５筆、６，４７９㎡、２２，００

０円。 

２６番、女堂字川久保、１，６０５㎡、１４，０００円。 

２２３ページ、２７番、女堂字砂子沢外２筆、２，１８６㎡、１４，９０

０円。 

２８番、女堂字五升蒔、１９３㎡、２７，９００円。 

２９番、女堂字花立外２筆、１，２４４㎡、１６，０００円。 

３０番、女堂字砂子沢外５筆、５，３２６㎡、使用貸借。 

２２４ページ、３１番、高田外１筆、５，６６２㎡、２２，０００円。 

３２番、高田、１，８００㎡、２２，０００円。 

２２５ページ、３３番、高田外８筆、２２，８１３㎡、２２，０００円。 

２２６ページ、３４番、高田外 1筆、５，６９０㎡、１６，５００円、２

２，００0円。 

３５番、折居字鳥居原外７筆、５，５０５㎡、１４，０００円。 

２２７ページ、３６番、女堂字久根添外７筆、２，９５１㎡、使用貸借。 

２２８ページ、３７番、女堂字久根添外１３筆、７，９６６．０４㎡、１

４，０００円。 

２２９ページ、３８番、高田外１筆、４，３９８㎡、２２，０００円。 

３９番、水原字下ケ江外１筆、２，８４６㎡、２３，０００円。 

２３０ページ、４０番、水原字下ケ江外５筆、１０，２０２㎡、２２，０

００円。 

４１番、山口字居浦外３筆、５，６９７㎡、２３，０００円。 

２３１ページ、４２番、下条字中道外７筆、９，７６２㎡、２２，０００

円、２３，０００円。 

２３２ページ、４３番、山口字中道、１，０２４㎡、２２，０００円。 

４４番、山口字名平窪、４５１㎡、２２，４００円。 

４５番、山口字権現塚外３筆、５，０５４㎡、２３，０００円。 

４６番、堀越字片田外４筆、３，８４９㎡、２２，４００円。 

２３３ページ、４７番、堀越字仲作外１筆、８３８㎡、２０，０００円。 

４８番、堀越字堂ノ下外１５筆、１０，６３４㎡、２０，０００円。 

２３５ページ、４９番、堀越字市戸外１４筆、１１，２１０㎡、１９，０

００円、２２，０００円。 

２３７ページ、５０番、堀越字仲作、５０２㎡、２０，０００円。 

５１番、堀越字仲作、５５６㎡、１８，０００円。 

５２番、堀越字石船戸外 18 筆、１２，０１４㎡、２２，４００円。 

２３９ページ、５３番、堀越字市ノ山外２９筆、１５，６６２．１９㎡、

２０，８００円、２２，４００円。 

２４２ページ、５４番、七石字道端外１５筆、１０，２３０．６１㎡、２

０，０００円、２２，０００円。 

２４４ページ、５５番、上中野目字石船戸外１筆、１，９７８㎡、２２，

０００円。 
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５６番、牧島字ママノ内外１筆、２，０４２㎡、２０，８００円。 

２４５ページ、５７番、堀越字百津外３筆、２，８３５㎡、２２，４００

円。 

５８番 堀越字百津外６筆、１０，５６７㎡、２２，４００円。 

２４６ページ、５９番、百津字新町、４３９㎡、使用貸借。 

６０番、分田字多割外８筆、４，０４５㎡、２２，０００円。 

２４７ページ、６１番、福田字畑中、８５６㎡、２２，０００円。 

６２番、南安野町外１０筆、１５，１０７㎡、２３，０００円。 

２４８ページ、６３番、山口字荒田外１２筆、１３，１１５㎡、２３，０

００円。 

２５０ページ、６４番、水原字伊賀穂外１３筆、２３，３７９㎡、２０，

０００円、２３，０００円。 

以上で、農用地利用集積計画の内容は、農業経営基盤強化促進法第１８条

第３項の要件である農用地利用集積計画の内容が、基本構想に適合するもの

であること、利用権の設定等を受けた後において、備えるべき要件である 農

用地のすべてを効率的に利用して、耕作又は養畜の事業を行うと認められる

こと、農作業に、常時従事すると認められること、利用権の設定等を受けた

後において、農作業に常時従事すると認められない場合の備えるべき要件で

ある地域の農業者との適切な役割分担の下、継続的かつ安定的に農業経営を

行うと見込まれること、利用権を設定する土地について、関係権利者 全て

の同意が得られていることの各要件を満たしていると考えます。 

また、地域との調和要件については、地区担当委員からの現地調査結果で

も、許可相当と報告をいただいております。 

以上で、議案第４号 農業経営基盤強化促進法の規定による農用地利用集

積計画の決定について説明を終わります。 

 

ありがとうございました。 

事務局の説明が終わりました。 

これから審議に入ります。 

議案第４号 農業経営基盤強化促進法の規定による農用地利用集積計画

の決定について、ご質疑がございましたらお願いいたします。 

よろしいでしようか。 

 

（「なし」の声） 

 

質疑なしと認めます。 

お諮りします。議案第４号 農業経営基盤強化促進法の規定による 

農用地利用集積計画の決定について、原案のとおりすることにご異議ござ

いませんか。 

 

（「異議なし」の声） 

 

異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第４号 農業経営基盤強化促進法の規定による農用

地利用集積計画の決定について、原案のとおり承認することに決定いたしま

した。 

ここで説明員を交代いたします。 

 

─ 説明員  交代  野﨑係長 ─ 
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続きまして、日程第１１ 議案第５号 阿賀野農業振興地域整備計画の変

更（見直し）に係る意見書の交付について、を議題といたします。 

事務局の説明をお願いします。 

野﨑係長、お願いします。 

 

議案書別冊 議案第５号 阿賀野農業振興地域整備計画の変更（見直し）

に係る意見書の交付について説明いたします。 

１ページをご覧ください。 

このたび、阿賀野農業振興地域整備計画で、マスタープランの変更、農用

地利用計画の変更（編入）2 カ所、農用地利用計画の変更（除外）１カ所に

ついて、阿賀野市長から当委員会の意見を求められましたのでご審議願いま

す。 

なお、除外案件のキャンプ場及びドッグランフィールドについては、承認

されたのちに転用許可申請が提出されると思われます。 

以上で、私の説明を終わります。 

これから阿賀野農業振興地域整備計画の担当課であります農林課 酒井

農林企画係長から概要説明がありますのでよろしくお願いします。 

 

ここで、説明員を交代いたします。 

 

─ 説明員  交代  農林課 酒井農林企画係長 ─ 

 

それでは、引き続き、担当課の説明をお願いします。 

 農林課 酒井農林企画係長、お願いします。 

 

議案第５号 阿賀野市農業振興地域整備計画の変更に係る意見照会とし

て地域整備計画の変更１件、用途変更３件について意見を求めるものです。 

２ページをご覧ください。 

１件目は阿賀野市農業振興地域整備計画の変更です。 

１０ページの付図番号１、２１ページの付図番号２の当該地は集団的に存

在する農用地の一部であり、政令で定める１０ha以上のものとなっているた

め、農振法第１３条第１項の規定により、農業振興地域整備計画を変更し農

用地区域へ編入を行うものです。 

３６ページ付図番号３は経済事情の変動等により必要が生じたため、農振

法第１３条第２項により農業振興地域整備計画を変更し、農用地区域からの

除外を行うものです。 

詳細の内容につきましては、後ほど農用地利用計画の変更で説明させてい

いただきます。 

２件目はマスタープランの変更です。 

５ページをご覧ください。マスタープランの第１ 農用地利用計画、１  

土地利用区分の方向、（１）の土地利用の方向で記載してあります国道４９

号水原バイパスの開通予定時期の見直しに伴う変更になります。 

変更前は「国道４９号（阿賀野バイパス）が令和４年度に全線暫定２車線

で開通する見通しであり、」となっているものを、変更後は「国道４９号水

原バイパスが令和４年度内に阿賀野市百津から同市黒瀬が開通し、さらに今

後５か年程度で全線開通の見通しであり、」と現状に沿った内容に変更する

ものであります。 

３件目は、農用地利用計画の変更として編入２件、変更１件です。 

６ページから変更説明資料をご覧ください。農用地区域への編入理由です

が、令和５年度県営経営体育成基盤整備事業の事業予定地となった関屋地区
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になります。昭和２６年から２９年に整備された１０～２０ａの区画であ

り、狭小、分散耕地による非効率的な営農を余儀なくされ、機械の大型化や

用排水施設の老朽化が目立つようになり水管理や維持管理に苦慮していま

す。また、農道の幅員も狭く農耕車のすれ違いができない状況です。 

そこで今回、基盤整備事業を実施し、ほ場の大区画化、用排水路、農道の

抜本的な改修整備を進めるため、事業予定地の一部となっている当該７１

筆、３３，０８６㎡を農用地区域に編入するものです。 

２０ページからの変更説明資料をご覧ください。こちらも同じく農用地区

域への編入になります。編入理由は令和３年度県営経営体育成基盤整備事業

の事業予定地となった下里地区になります。昭和２６年から２９年に整備さ

れた１０～２０ａの区画であり、狭小、分散耕地による非効率的な営農を余

儀なくされ、機械の大型化や用排水施設の老朽化が目立つようになり水管理

や維持管理に苦慮しています。このため、容易な水管理、大型機械でも作業

性の良い基盤を作るために既に基盤整備事業に着手しています。そこで今回

生産性の向上や地域担い手の育成に資する当該基盤整備事業の対象用地を

拡大させるため事業用地の一部として１３筆、３３，８３４㎡を農用地区域

に編入するものです。 

２６ページからの変更説明資料をご覧ください。こちらの案件は農用地区

域の変更です。 

事業計画者●●●●●●●●●より、経済産業省の令和２年度第３次補正

「事業再構築補助金」を活用し、既存遊園地の近隣地にキャンプ場及びドッ

クランフィールドを建設し、現在のコロナ禍や娯楽の多様化に対応した事業

に取り組むことから当該事業実施に必要な用地１３筆３３，８３４㎡につい

て農用地区域から除外するものです。 

事業計画地を選定した理由として、既存事業の遊園地・サバイバルゲーム

フィールドとの集客面、周辺施設とのサービス面における相乗効果を考慮し

て選定したものです。 

今回の農用地区域除外に係る事業計画についてはキャンプ場として３エ

リア１０２区画、通行路及びトイレ棟１棟、ドッグランフィールドとして２

エリア、管理事務所を含む棟エリアとして４棟となっています。 

除外に伴う適合理由について説明させていただきますので３２ページを

ご覧ください。 

１ 農用地区域以外の区域内の土地をもって代えることが困難なものに

ついては、 

①コロナ禍において屋外で密を避け楽しめるレジャーとしてキャンプの

ニーズが高まっています。安全・安心な環境での運営とキャンプ場及びドッ

クランフィールドの設ける用地が必要。 

②事業実施に必要な面積と比較しても過大といえず、用地利用の状況を鑑

みても妥当なものである。 

③代替性については、事業計画者が目指す「複合型アウトドア施設」とし

ての効果を十分に発揮するために必要な土地であり、農用地区域の除外はや

むを得ない。 

２ 農用地の総合的な利用に支障を及ぼす恐れについては、当該地は山林

及び雑種地で囲まれた土地で、営農や病害虫防除等への支障、農業生産基盤

整備事業・農用地流動化施策の予定もないことから支障を及ぼす恐れはな

い。 

３ 農用地の利用集積に及ぼすおそれについては、当該地の耕作者は認定

農業者でなく、現状は保全管理として使用していることから、安定的な農業

経営へ支障を及ぼす恐れはない。 

４ 農用地区域内の施設を有する機能への支障については、業務上の排水
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については適切に処理し既存排水路へ排出。雨水についても既存排水路へ排

出することから隣接する道水路への支障はない。敷地内に設置する建築物に

大規模なものはなく、農用地区域との間には緩衝帯を設置することで農用地

区域の土地利用に支障は及ぼさない。 

５ 農業に関する公共投資により得られる効用の確保については、該当事

業はありません。 

農用地利用計画変更（除外）箇所の図面は３６ページ、キャンプ場の平面

図は４６ページ、排水計画図については４８ページをご覧ください。 

以上により、キャンプ場及びドックランフィールドの設置のため農用地区

域の除外を行います。 

以上で議案第５号 阿賀野市農業振興地域整備計画の変更に係る意見書

交付についての説明を終わります。 

 

ありがとうございました。 

担当課の説明が終わりました。 

この案件につきましては、現地調査を実施しておりますので、現地確認報

告をお願いいたします。 

なお、京ヶ島字古阿賀７１番ほか７０筆の農用地区域への編入及び久保字

用水林２番１ほか１２筆の農用地区域からの除外の案件については、現地確

認委員の１２番 遠山委員が欠席ですので、事務局報告のとおりとさせてい

ただきます。 

続きまして、下里字樋口６３６番ほか２筆の農用地区域への編入の案件に

ついて、２番 渡辺委員より、現地確認報告をお願いします。 

 

 下里地区の農用地区域内への編入の案件について報告いたします。 

 事務局からの説明のとおりであり、何ら問題はないものと思い、見てまい

りました。 

 以上です。 

 

ありがとうございました。 

現地確認報告が終わりました。 

これから審議に入ります。 

議案第５号 阿賀野農業振興地域整備計画の変更（見直し）に係る意見書

の交付について、にご質疑がございましたらお願いいたします。  

よろしいでしょうか。 

 

 （ 「なし」の声 ）  

 

 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。議案第５号 阿賀野農業振興地域整備計画の変更（見直し）

に係る意見書の交付について、同意することで意見書を交付することにご異

議ございませんか。 

 

 （ 「異議なし」の声 ） 

 

 異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第５号 阿賀野農業振興地域整備計画の変更（見直し）

に係る意見書の交付について、同意することで意見書を交付することに決定

いたしました。 

ここで、説明員を交代いたします。 
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 ─ 説明員  交代  宮嶋局長 ─ 

 

続きまして、日程第１２ 議案第６号 令和３年度の目標及びその達成に

向けた活動の点検・評価（案）について、を議題といたします。 

事務局の説明をお願いします。 

宮嶋局長、お願いします。 

 

議案第６号 令和３年度の目標及びその達成に向けた活動の点検・評価

（案）について、説明いたします。 

議案書は別冊となります。 

この議案第６号の活動の点検・評価と、このあとに説明いたします議案第

７号の最適化活動の目標の設定等につきましては、いずれも農業委員会等に

関する法律等により、作成・公表しなければならないものです。 

このため、今月の総会では、その原案をご審議いただくため、上程させて

いただいたものです。 

なお、このあとの公表までの予定ですが、活動の点検と評価につきまして

は、関係機関へ意見照会を行うとともに、パブリックコメントを実施し、そ

の結果を基に、農業委員会の見解を加え、補正した後に、最終案として６月

の総会に議案上程させていただきたいと考えておりますのでよろしくお願

いいたします。 

それでは、１ページをご覧ください。 

１ページ目は、令和３年４月１日現在の「農業委員会の状況」となります。

耕地面積や農家数、農業委員会の体制などとなっておりますので、ご確認 

をお願いいたします。 

２ページをご覧ください。 

２ページは「担い手への農地の利用集積・集約化」についてになります。 

１の「現状及び課題」ですが、利用集積の現状としましては、管内の農地

面積６，４５７ha のうち、これまでの集積面積は４，１７３ha、集積率は６

４．６３％となっています。 

２の「令和３年度の目標及び実績」についてですが、昨年度は集積目標４，

３４７ha に対し、集積実績は４，２７９ha、新規集積実績は１０６ha とな

り、目標の達成状況は９８．４４％となりました。 

３の「目標の達成に向けた活動」の活動実績としましては、関係機関と連

携し、相談・指導をきめ細かく行うとともに、農業委員や農地利用最適化推

進委員のみなさんから調整役を努めていただき、「あっせん活動」を展開し

たものです。 

次に、４の「目標及び活動に対する評価」についてですが、昨年度は目標

を達成できなかったため、その要因を検証し、対策を講じる必要があると考

えています。 

なお、「活動に対する評価」のなかで、「地区担当農業委員のあっせん活動

が重要」と記載していますが、農地利用最適化推進委員のみなさんの活動も

含まれますので、「農業委員や農地利用最適化推進委員」と改めたいと考え

ています。 

３ページをご覧ください。 

「新たに農業経営を営もうとする者の参入促進」についてです。 

１の「現状及び課題」では、現状として、過去３か年の新規参入の状況を

示しています。 

２の「令和３年度の目標及び実績」では、参入目標を３経営体、１０．２

ha としていましたが、実績は３経営体、２０．５６ha となり、いずれも目
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標を達成することができました。 

３の「目標の達成に向けた活動」では、活動実績としては、新規参入希望

者に対し、関係機関と連携して対応したところです。 

続きまして、４ページをご覧ください。 

「遊休農地に関する措置に関する評価」についてです。 

１の「現状及び課題」ですが、現状としましては、管内の農地面積６，４

５７ｈａのうち、遊休農地面積は１．０２ｈａ、割合は０．０２％となって

います。 

２の「令和３年度の目標及び実績」についてですが、解消目標面積０．７

０ｈａに対し、解消実績は０．２ｈａ、達成状況は２８．５７％となってい

ます。 

３の「目標の達成に向けた活動」についてですが、活動実績としましては、

農地パトロールでは、農業委員や農地利用最適化推進委員、関係機関の職員

のみなさんなど４４人から調査にあたっていただき、また、農地の利用意向

調査につきましては、５３筆、２．５haについて行っています。 

５ページをご覧ください。 

４の「目標及び活動に対する評価」についてですが、「継続的な指導によ

り、遊休農地の解消が図られ、また、利用意向調査により、所有者自ら解消

に向けた意向を確認できた」と考えています。 

６ページをご覧ください。 

「違反転用への適正な対応」についてです。 

１の「現状及び課題」では、現状としましては、管内の農地面積６，４５

７ha のうち、違反転用面積は０．０６ha となっています。 

２の「令和３年度実績」につきましては ０．０６ha と前年度と同数値と

なっています。  

３の「活動計画・実績及び評価」につきましては、農地パトロールや日常

的な現地確認等に取り組むことにより、違反転用に対する抑止効果を得られ

たものと考えています。 

７ページをご覧ください。 

「農地法等によりその権限に属された事務に関する点検」についてです。 

１の「農地法第３条に基づく許可事務」につきましては６３件、２の「農

地転用に関する事務」につきましては３７件について、総会での審議を経て、

適正に処理を行っています。 

８ページをご覧ください。 

３の「農地所有適格法人からの報告への対応」についてです。 

農地所有適格法人は、現在３３法人となっており、すべての法人から報告

をいただいています。 

また、４の「情報の提供等」につきましては、記載のとおりであり、市の

ホームページなどにより、情報提供に努めています。 

９ページをご覧ください。 

「地域農業者等からの主な要望・意見及び対処内容」についてですが、関

係機関への意見照会やパブリックコメントを実施いたしましたが、昨年度は

要望・意見等はありませんでした。 

続きまして、「事務の実施状況の公表等」についてです。 

このことにつきましては、市のホームぺージにより「総会議事録」や「総

会等予定日カレンダー」、過去の「活動計画の点検・評価」などを公表して

います。 

以上で、議案第６号につきまして、説明を終わります。 

よろしくお願いいたします。 
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ありがとうございました。 

事務局の説明が終わりました。 

これから審議に入ります。 

議案第６号 令和３年度の目標及びその達成に向けた活動の点検・評価

（案）について、ご質疑がございましたらお願いいたします。      

よろしいでしょうか。 

 

 （ 「なし」の声 ）  

 

質疑なしと認めます。 

お諮りします。議案第６号 令和３年度の目標及びその達成に向けた活動

の点検・評価（案）について、原案に同意することにご異議ございませんか。 

 

 （ 「異議なし」の声 ） 

 

異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第６号 令和３年度の目標及びその達成に向けた活

動の点検・評価（案）について、原案に同意することに決定いたしました。 

続きまして、日程第１３ 議案第７号 令和４年度最適化活動の目標の設

定等（案）について、を議題といたします。 

事務局の説明をお願いします。 

宮嶋局長、お願いします。 

 

議案第 7号 令和４年度最適化活動の目標の設定等（案）について、説明

いたします。 

この「最適化活動の目標の設定等」につきましては、昨年度までは「目標

及びその達成に向けた活動計画」とされていたものですが、制度改正により

名称や内容が変更となったものです。 

先ほど説明しました「目標及びその達成に向けた活動の点検・評価」と同

様に農業委員会において、設定し、公表しなければならないものとなってお

りますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、議案書別冊の１０ページをご覧ください。 

令和４年４月１日現在の「農業委員会の状況」となります。現在の農業委

員会の体制や、農家数、耕地面積などとなっておりますので、ご確認をお願

いいたします。  

１１ページをご覧ください。 

「Ⅱ 最適化活動の目標」についてとなります。 

１ 最適化活動の成果目標」、（１）農地の集積、①現状と課題について 

ですが、現状としましては、管内の農地面積６，４５７haのうち、これまで

の集積面積は４，２７９ha、集積率は６６．２７％となっています。 

「② 目標」についてですが、目標につきましては、当農業委員会で平成

２８年に策定した「農地利用最適化の推進に関する指針」に基づき、目標年

度を令和８年度、集積率を８０％としたものです。また、今年度の新規集積

面積１７８ha につきましては、毎年度これだけの集積を進めれば、目標を達

成することのできる面積として設定したものになります。 

（２）「遊休農地の解消」についてですが、現状としましては、直近の利

用状況調査により判明している遊休農地面積は２．６ha となっています。 

このため、②の「遊休農地の解消」に係る目標面積は、国の指針にしたが

い、その５分の１の０．５２ha としたものです。 

１２ページをご覧ください。 
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「（３）新規参入の促進」についてとなります。 

「① 現状及び課題」につきましては、過去３か年の新規参入に係る現 

状となっています。また、「② 目標」につきましては、国の指針に基づき、

過去３か年の新規参入経営体の平均面積１７．５ha の１割、１．８ha とし

たものです。 

「２ 最適化活動の活動目標」についてですが、「（１）推進委員等が最適

化活動を行う日数目標」につきましては、国の指針に基づき、一月当たり１

０日としたものです。 

また、（２）の「活動強化月間の設定目標」では、活動強化月間の設定回

数を３回とし、それぞれ「遊休農地の解消」や「農地の集積」を推進したい

と考えています。 

最後になりますが、（３）の「新規参入相談会への参加目標」につきまし

ては、積極的な参加を促すため「随時」としたものです。 

なお、先ほど説明いたしました議案第６号につきましては、最終案を６月

総会で上程させていただきたいと考えていますが、この議案第７号につきま

しては、今年度の目標設定であることから、公表時期が早いため、最終案は

５月総会で上程させていただきたいと考えています。 

以上で、説明を終わります。 

よろしくお願いいたします。 

 

ありがとうございました。 

事務局の説明が終わりました。 

これから審議に入ります。 

議案第７号 令和４年度最適化活動の目標の設定等（案）について、ご質

疑がございましたらお願いいたします。      

よろしいでしょうか。 

 

 （ 「なし」の声 ）  

 

質疑なしと認めます。 

お諮りします。議案第７号 令和４年度最適化活動の目標の設定等（案）

について、原案に同意することにご異議ございませんか。 

 

 （ 「異議なし」の声 ） 

 

異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第７号 令和４年度最適化活動の目標の設定等（案）

について、原案に同意することに決定いたしました。 

以上で、本日の総会の案件の審議はすべて終了いたしました。 

ご協力ありがとうございました。 

 

－ １５時１０分終了 － 
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会議の経過を記載して相違ないことを証するためにここに署名する。 

 

 

   令和４年４月２８日 

 

 

 

    議事録署名委員  １３番                ㊞ 

 

 

    議事録署名委員  １７番                ㊞ 

 

 

    議事録署名委員  １８番                ㊞ 

 

 

    議 長 

農業委員会長                      ㊞ 


